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【
千
歳
】
終
戦
後
も
残
留

し
た
ロ
シ
ア
か
ら

一
時
帰
国

し
、

美
瞑
市
の
妹
宅
に
滞
在

し
て
い
た
中
川
義

照
さ
ん

全
し
が
十
六
日
、

ロ
シ
ア

・

カ
ル
ム
イ
キ
ア
共
和
国
の
自

宅

へ
一戻
る
た
め
、

新
千
歳
空

港
か
ら
ユ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン
ス

ク
に
向
か

っ
た
。

中
川
さ
ん
は
二
日
に
道
肉

一ど

ノ

コ
る

ヨ

　

、
く

入
り
し
、

美
唄
市
内
で
家
族

の
墓
参
り
を
し
た
ほ
か
、
親

せ
き
を
訪
ね
た
り
、

カ

フ
オ

ケ
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
と
い

チク
。一

時
帰
国
に
つ
い
て

「
き

ょ
う
だ
い
が
元
気
で
暮
ら
し

て
い
て
う
れ
し
か

っ
た
」
と

．笑
顔
で
振
り
返

っ
た
が
、

「
墓

の
前
で
は
胸
が
い

っ
ぱ
い
に

な

っ
た
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ

た
。

ま
た
、

永
住
帰
国
に
関

し
て
は
「
ま
だ
分
か
ら
な
い
」

と
話
し
た
。

空
港
で
は
妹
四
人
や
そ
の

家
族
、

日
本
サ

ハ
リ
ン
同
胞

交
流
協
会
の
会
員
ら
約
二
十

人
が
見
送

っ
た
。

中
川
さ
ん

は
涙
を
流
し
な
が
ら

一
人

一

人
と
抱
き
合
い
、

出
発
口
に

蓮
池
薫
さ
ん
令
も
の
兄
透

さ
ん
金

し
は

「
中
国
の
拒
否

権
発
動
と
い
う

″
最
悪
の
事

態
″
を
避
け
る
に
は
や
む
を

得
な
い
譲
歩
。

最
悪
の
結
果

で
は
な
い
」
と
日
本
政
府
の

立
場
を
理
解
し
な
が
ら

「
欧

州
は
北
朝
鮮

へ
の
脅
威
や
関

心
が
あ
ま
り
な
い
と
感
じ

た
」
と
語

っ
た
。

民
衆
法
廷
で
判
決
を
言
い
渡

す
レ
ノ
ッ
ク
ス

・
ハ
イ
ン
ズ

裁
判
長

（
左
）
ら
＝
１６
日
午

後
、

広
島
市
中
区
の
広
島
平

和
記
念
資
料
館

経
纏
識
療
晦
振

一縫
繋
犠
採
漸
革
一睡
饗
難
輝
垂
し

改
正
道
交
法
の
施
行
に
よ
り
、

駐
車
違
反
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て

一
ち

心
に
踏
上
駐
車
は
激
減
し
、

効
果
を
上
げ
て
い
る
。

一
方
で
、

高
齢
者
、

障
害
立

髪
を
行
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
や
団
体
は
駐
車
詐
可
の
対
為

か
ら
な
い
」
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。

運
送
業
者
も
乗
務
員
を
一

さ
れ
、

こ
れ
ま
で
隠
れ
て
い
た
課
題
が
見
え
て
き
た
。

，
―

‐
―

コ
ー
‐
　
コ
‐
…

コ
ー
ー
ー
＞

，
７
　
　
黎
諫
ズ
し
な
も
ね
ア
祓
申　
帥款額鞠靴な
いた「鼎
評
柳〕絹
北様群
刻

ャ道
路
運

者
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い

園
大
助
教
授
）
は
近
く
、道

警

改
正
道
交
法
の
施
行
後
、

公

い
た
め
、

駐
車
許
可
証
が
取

い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

Ｌ

初

抱
力
‐ Ｎ
脚
知
へ 法
は
禁

弊

蜘
難

肇
劃
郷
酪

新

サ

兜
や
鋪

陣
姉
”
櫛
埠
講

こ

送

〈
〓
社

も

対

策

し
立
群

静

静

Ｒ

ｒ短
く
な

は
対
象
に
な
ら
な
い
。

こ
の

　

国
交
省
に
よ
る
と
、栃

木
、

　

高
齢
者
ら
へ
の
訪
間
散
髪

　

道
内
の
運
送
会
社
な
ど
約

て
、

警
察
庁
交
通
局
交
通
規

（や
作
業

た
め
、

札
幌
市
の
運
営
協
議

神
奈
川
、

静
岡
、

愛
知
、

鳥

を
行

っ
て
い
る
日
本
理
美
容

一
一千
八
百
社
が
加
盟
す
る
北

制
課
は
、　

ズ
マ後
も
各
警
察

一駐
車
す

会
（
委
員
長
・島
津
淳
北
星
学

取
、

宮
崎
、

沖
縄
の
七
県
は

福
祉
協
会
北
海
道
事
務
局
も

海
道
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
札
幌
）

署
で
事
情
を
聴
い
た
上
で
、

は
、

改
正
道
交
法
施
行
後
の

駐
車
が
や
む
を
得
な
い
と
判

刊
対
象

外

で
摘

発

が
心
配
　
小効旺〕をし、征十棒堰

醐隷
助一口離
陣幌

今
月
末

に
も
集
計
す
る

て
い
く
≡
と
話
し
て
い
る
。


